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日本被服の歴史を顧るに，その発生より現在lζ至るまで，各時代において各々特色ある被服形態を
有し，時代の推移と共に種々の変遷をなしている。被服の変遷の原因が，各時代の政治的 ・宗教的 ・
経済的背景による事は云うまでもなく，それらの社会的条件が，各時代の被服形態を作ってゆく要素
となっている。併し，種々の社会的な制約を受け乍ら形成されてゆく被服の形が，前代のものを継承
して，そζ にその時代の特殊性を加えて製作され，それが次代へ進展する素地となる課程を考える
時，その時代でなければ表す乙との出来なかった特殊性を知る事は，その時代の民族精神を知る手が
かりとなり得るものと恩われる。却ち，その時代の被服そのものに潜在して，外から規制されたもの
でなく，内から語っていると乙ろの意味そのものを知って，それを通じて，その創造意志を採り，そ
の民族のもつ美意識をも究明しようとするものである。
被服の形態とその特殊性
室町時代の被服に関する遺品は極めて少いが，その実態は絵巻物 ・肖像画 ・文献を通して知る事が
出来る。
先ず，男子の服装についてみるに，公家では束帯 ・直衣 ・狩衣の伝統の服制があり，武家では直垂
が中心となり，大紋 ・索後・肩衣 ・道Hf1.十徳が若用された。直垂の名称は，平安特代の文献にすで
に見え，当時，下級の者の聞に使用されていたものが，鎌倉時代に武士の平服として用いられるよう
になり?室町時代に礼服として完成した。元来，下級の者の被服であった為その形も一定せず，窄袖
のもの，広袖のもの，括り紐のあるもの，ないもの等，種々であったが，それらを霊領式 ・腕紐附 ・
広袖 ・袖括りとして礼服視されるよう}となった。袴は直垂の場合，小袴をはくのが普通であるが，切
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袴となり礼服化と共lζ長持を形成し，同時に両脇が多くあけられるようになる。腰紐は白線である。
足利義教画像の直霊姿は当時の典型的なものと思われる。武家文化の成立に従い，公家においても直
垂を平服に用いられる ζとがあり，直垂は公家社会にも拡まり武家勢力を背景lζ公家の被服iζも影響
を与えた。併し，足利義政画像iζ見られるように武家でも朝廷の儀式の場合，公家のJil制にならい束
帯衣冠を用いる習慣もあった。武家では直垂を基礎にして大紋 ・素襖を生じ，直霊lζ次ぐ服装として
着用した。大紋は直垂の一種で，形態は直垂と同じであるが，背 ・胸 ・袖後と袴の膝・相引の位置に
家の定紋をつけて礼服とし，今日の紋附が礼服として使用されている ζとの起源をなしている。大紋
は布製であったから布直垂とも云い，袴は直垂と同様で主に武士が着用した。索後は直霊の胸紐 ・菊
綴が革製であるのが特徴で革紐の直垂とも呼ばれ， 袴は腰紐iζ共裂を用い，丈は初め長くなかったが
後長袴となる。素襖は直登より組末な被服とされ，直垂の礼服化iζより平服として使用されたもので
あろう。素襖の一種に小素襖というものがあり， とれは袴の丈が足首までの短いもので，索後が武家
社会の下級にまで普及して簡略になったものであろう。文，袴の丈が膝までの短いものは，武家従者
等の服装であ2:肩衣は両肩時て組lのない衣で， r袖鮒けざる直垂」として直霊系の被服が簡略に
なったものか，或は「手なし」と呼ぶ下層庶民の被服より生じたものか，
その初めは 明かでないが，室町時代から武士が着用し，肩衣lζ小袴或は
長袴をつけた肩衣姿の風がみられる。酒飯論絵詞の囲碁に興ずる者，又は
提子を持って立つ者(第l図)の肩衣 ・長袴は共iζ同色であり同模様であ
る。又，肩衣と袴と異る布の姿も酒飯論絵調の料理人にみられる。後，肩
衣は新しい時勢を示す武家の平服として直垂lζ代り，肩衣と同色の袴を合
わせて着用するようになり，後世江戸時代の梓と発展する。道服は道中着
で，もと塵芥よけの外套として乗馬の時等に用いる実用的なもの，七十一
番磁人歌合絵巻にもあるように殺人や行磁人が着用しているが，当代iζは
武士も着用し，乙れが尚簡単になり陣羽織や江戸時代の羽織となる。十徳
は室町時代の供奉の武士が着た直垂系のもので，四幅袴をはいた。若葉帰絵
第l図酒飯論絵詞 詞にみられる文明頃の旅行姿tζ十徳を着ているものが多い。道服と同じく
本来は外套の用をなし，その上lζ帯を締めている。
以上，室町時代も後半になると， 簡単で実用的な衣服が生まれて， 直垂lζ代わる平服となり，服制
踏襲の強い公家社会にまでその影響を及ぼした。武家の勢力が強くなり，衰微した公家の閣で，伝統
の服制を継続する ζとは不可能であったととも原因の一つであるが，下層の被服の向上が更にとの傾
向を強くしたのであろう。
女子の服装についてみるに，公家の女子は従来からの唐衣裳が正装とされ， ζれは女子最高の装束
で，乙の着装は特殊な貴人 ・有力者に限られ，しかも一代K幾度とない稀な場合にのみ用いられ，鎌
倉時代から自の内衣に緋の袴をはさ，その上に単 ・重桂を製ね，更に小桂を着用した小径姿がみえ，
当代にはそれを尚簡略にした衣袴姿が用いられている。衣袴姿は小袖1ζ袴をはさ， その上に衣を着る
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ものであるが，小袖』ζ袴をつけたのみの小袖袴姿もあり，やがては袴が略されるようになったのであ
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る。文，小袖の上に湯巻も用いられた。湯巻は平安時代御湯般に奉仕する女房が着用していた裳の事
であるが，それが上級女房にも使用されるようになったのである。
石山寺縁起絵巻の裁縫をしている女(第2図)は，一人は織物を前
K広げ小袖をきて衣か小袖らしいものを腰の周りにぬぎおとし，他
の一人は小袖K裳の如きものをはき，右腰の上で結んでいる。 乙の
裳様のものが湯巻であろう。足引絵巻の一部(第3図)に小袖袴姿
が見え，文，小袖を着して衣の両肩を脱ぎ醸の辺りにまとっている
(15) 
~も見える。 ζれは袖が広袖になっているが小袖のもあり ， 乙の着
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装は，腰巻姿とよぷ形式を作った。腰巻は貞丈雑記にあるように，夏
の女子服装として袴 ・裳iζ代り，公服視されるようになった。との
ような服装の簡略は公家武家においても同じく，浅井長政夫人画像
が示すように，正式服装の場合，腰巻を用い，日常は小袖姿で・あった
ものと恩われる。この頃から，外出lζ小袖被ぎを用いるようになる。
前代には広袖から成る公}j~の衣を頭から被る衣かつぎが行われてい 第2図石山寺縁起絵巻
t:. jJS，上衣となった小袖をかつぎとして使用する風俗を生じた。議倉末期にあらわれた小袖の表出は，
室町時代に促進されて女子服装の簡易化を実現し，下着であった小袖を表者として完成したのである。
以上，述べてきたような公家
.武家に対して庶民は知何なる
被服を若用していた であろう
か。鎌倉時代より庶民の経済上
の位置が向上し，所謂職人と云
うものが社会的な地位を占める
ようになって，その服装も徐々
に向上してくる。乙れまでの絵
巻物にも彼等の存在は，単なる
鮮衆の一員として扱われ，その
第3図足ヨ1絵巻 服装は「手なし」と云われる袖
なし上衣を細帯で結んでいる程度のものであった。産業の発達』ζ伴い色々な軍事業に従事する職人の存
在が注目されるようになった為か「七十一番職人歌合絵巻」には，種々の職人がえがかれている。 ζ
れらの男子をみると，草売 ・馬買 ・味噌売 ・葱売等は筒袖の上衣lζ細帯，又は膝までの丈で幅のせま
い袴をはいており，鱗売は胸紐のついた直垂様の上衣を若ている。女子をみると，白布売 ・心太売 ・
もち売(第4図)は小袖jζ帯を締めたままの姿であるが，すあい ・桂女 ・扇売 ・たち君 (第S図)の
ように，小袖の上iと小袖をかつぎにしたものや，或は肩からずらしているものもある。泣不動縁起に
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は，伸子張 ・洗濯をしている女が画かれているが，袖無上衣をきて装のようなものをまとったり，
文，筒袖の小袖をきており，いづれも庶民の労働的な生活iζ適するような簡単な服装である。之を要
するに，武家社会iζ普及した直垂 ・小袖が庶民の聞に影響を及ぼし，男子は直垂系の簡単なものを常
に用い，女子の行商人等は小袖Iζ細帯安か，小袖lζ小袖被ぎを用い，或は小袖を腰のあたりにまいて
座している。下践の労働者は男女共袖無の短い衣を着ている。
第4図七十一番験人歌合絵巻
斯くの如く，室町時代の服装を通観すれば，その民衆化的傾向を
その特色とする ζとが出来る。即ち，下級の者の聞に使用されてい
たと思われる直垂が，社会表面にあらわれて武家の公服として完成
し，それが公家にも影響を及ぼすようになり，文.J耳衣袴が出来て
下着であった小袖を外にみせている。女子においても，平安時代か
らの唐衣裳は極く特殊の場合iζ限られ，表着・打衣 ・裳を省略し.
桂もその数を減じ，遂に小袖袴
姿となって公服視されるように
なり，その袴も取り去られ小袖
姿を実現している。とうして下
もちゐうり 着にすぎなかった小袖が表若に
なり，近世の小袖中心時代の端緒となったのである。服装の変遷
をたどれば，被服形態の簡素化，或は複雑化と云われるような過
程をみる ζとが出来るが，その現象は， その時代の精神的 ・物質
的な要求のあらわれであり，時代や民族の意志活動の実現である
と解釈するならば，当時における小袖様式の成立は，近世への単
なる過渡期的な現象として見逃すζとは出来ない。被服の簡素化
という乙とは，複雑な表現が面倒であり困難であるから，適当に
省略し，簡単にしたという如きものではない。 腕麗優 雅な服装
は，日夜歓楽を追うに畷なかっ た平安貴族には必要であったが， 第5図七十一番職人歌合絵巻
野戦攻防の聞に成人した鎌倉武士には，そのような欲求はなく， た ち 君
平時の際も出来る限り，活動的な行動に適したものが求められるのは当然の事である。平安時代・鎌
倉時代を経て室町時代に入り，従来の服制を形式化してしまい，或る種の自由さをもった服装を作り
上げ，道sfi(羽織).肩衣(梓).小袖かつぎ(お掻取)のように，江戸時代の服装の起源を幾っか
作ったのである。室町時代の時代背景から察して，被服を簡素にしなければならなかった経済的な理
由の存在も宵ける。併し，経済的な推移のみが人聞の歴史を作っていくものではない。経済生活を営
む主体は人間であり，そして被服生活も人聞が作り出すものである。その人聞の生活が被服の場所で
あり，その場所においてのみ被服は成立するのである。室町時代の被服の簡素化を考える時，その時
の環境に即して必要でないものを除き，時代の必要に応じて新しい形態が作り出され，新しい美的表現
を試みたのであるならば，被服の簡素化も一つの進歩であり，一つの創造であると云う事が出来よう。
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小袖 様 式成 立の 意 義
室町時代の被服の特殊性として，被服の簡素化を指摘し，その現象として小袖様式の成立をあげた
が，乙れには民族 ・時代 ・社会というような歴史的契機の含まれている事を否定出来ない。そして，
それらは被服を包む単なる環境としてでなく，簡素化されねばならなかった必然性の要素でもある。
二条河原落書云々に「此比都ニハヤル物」のーっとして「下克上スル成出者」とあるように，特iζ
応仁の乱後は，昔からの先例 ・格式といった ものは，その権威を喪失し，古い門閥lζ代って実力の
ある者が拾頭し易く， 所調，下克上の世相を呈した。成出者の輩出する社会では，伝統的権威に威圧
されることなく， 自己の保有する実力に絶対的な権威を自覚し，因重量iζ捉われず，古いものは排され
て新しいものが迎えられる。山名宗全が，さる公卿を訪ねた際，その公卿が「ふるきれいをひき給ひ
てさまさまかしζ く申され」たのに対し，宗全が「凡例といふ文字をば向後は時といふ文字にかへて
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御心えあるべし。凡例と云は其時か例也。(後略)J とたしなめたと云う。公卿が例とばかりに過去
を引合いに出すので，過去は無意味であり，先例が板拠となるべきでなく時が解決するのだと云うの
である。とれは新しい時代の荷担者が，煩演で窮屈な故実先例主義に対して，どのような感覚をもっ
ていたかを物語り，家格とか門閥というものは認められず，人物 ・実力が問題にされ，個人の要求充
足 ・個人の自立を目標としていたのであって，個人主義的意識に変りつつあったと思われる。人間性
の自覚!とめざめ，自らの力を信じて現実的世界に強く生きょう とした彼等の間では，その被服生活に
おいても，過去の習慣に捉われず，自由に彼等の希望を満たしたであろうと考えられる。 ζのような
新しい生活態度，それをもたらした社会情勢，そ乙l乙被服が簡素化さるべき現実の地盤があったので
はなかろうか。
世阿弥は， r公家の御たたずまひの，位たかく人ばうょにかはれる御ありさま，是ゆふげんなる位
と申すべきゃらん。しからば，ただうつくしく，にうわなるていゆふげんの本体なり。人ていのどか
なるよそをい，人ないのゆふげんなり。 文，ζと葉やさしくて，貴人，上人の御ならわしのととばづ
かひを，よくよくならひうかがひて，かりそめなりとも，口よりいださんずる ζ と禁のやさしから
ん，ζれ乙とばのゆふげんなるぺし。文，音曲において，ふしかかりうつくしくだりて，なぴなびと
きζえたらんには，是音曲の幽玄なるぺし。舞はよくよくならひて，人ない のかかりうつ くし く
て， しづかなるよそおひにて，見所おもしろくば， ζれ舞のゆふげんにであるべし。」と云っている
ように，幽玄は美しく柔和なる体で，それは，人体 ・言葉 ・音曲 ・舞等すべてに具えられねばならぬ
ま可のであり，それを公卿の御たたずまい，即ち，平安貴族の優美さ，華麗さに求めている。併し，そ
の優美さ ・華麗さも平安貴族そのもののものでなく，平安時代の優美 ・撃麗の否定的な裏づけが存在
しているのである。 r能のいでくる当座IC，見，問，心の三あり。見よりいでくる能と申は， さしよ
りから，やがて座敷も色めいて，舞歌曲風おもしろくて，見物の上下， 感声をいだして，はてはてし
く見えたる当座，ζれ見よりいできたる能也。(中略〉聞よりいでくる能と申は，さしよりしみしみ
として，やがて音曲調子に合て，しとやかにおもしろき也。是まづ音曲のなす感なり。かようにいで
くるあぢわひをば，ゐ中目ききなどは，さほどとおもはぬ也。 (中略)心よりいでくる能とは，無上
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の上手の猿がくに，ものかずの後，ニ幽も，物まねも，きりも，さしてなき能の， さぴさびとしたる
うちに，なにとやらん感心のある所あり。 此位，よきほどの自ききも見知らぬ也。まして， ゐ中めき
きなどは，おもいもよるまじき也。是は，ただ無上の上手の得たる瑞風かと覚えたり。乙れを心より
出来る能とも云，無心の能とも申也。」 と云って，見よりいでくる能は，見物の視覚に訴えて舞のは
なぱなしさで魅了する場合，間よりいでくる能は，見物の聴覚lζ訴えて音曲の美感で魅了する場合，
心よりいでくる能は，ζれら二つに反して取立てて云う所はないが，全体にさびさびした情感のただ
よう場合で，心から出て心に帰る無心の境地であるとしている。優美 ・華麗と云われる幽玄である
が，その根底には，心よりいで心を超越して無心に至る絶対的な美をひそめているのである。優美さ
は演能における不可欠な条件であるが，それは単なる優美さではなく，否定的要素に基礎づけられた
優美さでなければならぬ。故IC，彼の云う幽玄は，平安貴族の優美 ・華麗の復興でなく，平安貴族社
会に発達した美を継承し，それを支えとして，それより尚高次なものへと展開したのである。 r幽玄
(22) 
の風体の事，諸道諸事iζ於て幽玄なるをもて上果とせり。」とあり，当時，幽玄は諸道諸事lζ尊重せ
られたものと恩われ，それは平安時代の優美さ ・華麗さに対する儲僚によるものと解される。平安時
代には優美なもの，華麗なものが喜ばれ，そうした美意識は，わが民族性によって生成され，支持さ
れたのであるが，鎌倉時代・室町時代と時代は下がっても，平安時代的な美iζ対する憧慣が全く却け
られたとは考えられない。 ζうした協債をもち乍ら，それを否定し，幽玄美と云われる美を作り上げ
たのである。又， r見所のひはんに云，せぬζ乙ろがおもしろきなど云事あり。 ζれはしてのひする
所の安心也。まづ，二曲をはじめとして，立はたらき，物まねの色々，乙とどとくみな身になす態
也。 せぬ所と申は，そのひまなり。 乙のせぬひには何とておもしろきぞと見所，是はゆだんなく，心
をつなぐ性根也。 」とあり?能楽の見物から，せぬととろの面白さを指摘されている。世阿弥によっ
て完成された能楽であり，幽玄美であって，それは時代 ・社会を超えて，今日まで継承されている
が，その創造は，彼の環境としての時代 ・社会と無関係ではあり得ない。見所の批判にあるように，
せぬと ζろの面白さが当時の見物に理解され，迎合され得たという事実，文，演ずる者も，それを意
識していたという事実は，その時代の芸術意識の深さを示すものとして，把援されるべきである。
では，とうした幽玄美の造形意慾と鑑賞態度は，何によって培れたのであろうか。そζIC，禅宗の
影響，即ち，室町時代精神の根底lζ禅的精神の潜在が認められる。換言すれば，新しい美の形成は，
彼等の禅的体験が媒介となって実現したものである。禅は，精神に焦点をおいて形式を無視し，表現
に簡潔性・象徴性を重んじ，祖絶性，孤独性}ζ還ると云われ，超越的な孤高，又は 「絶対なるもの」
(24) 
の孤絶がその精神であると している。現実に対し，現実を否定し乍らも，平安時代にみられた浄土欲
求を求める末世的症状の現実否定ではなく，自力による現実の超刻であった。現実の乱世を逃避しよ
うとするのでなく，現実に対して，真剣に対決しようとする思想であり，それが室町文化とよばれる
も・ののあり方を規定したのであろう。当時の水墨画における余白の表現，庭園作成における写景とい
うよりも写意とも云うべき象徴的な表現は，ζのような背後関係を場所として可能であり，相手の唯心
的世界観に根源しているのである。優美華麗な美から， さびさびとした情感のただよう無心の美iζ至
( 26 ) 
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る能楽の美的理念は，同時代の水墨画の製作，庭園の製作の意志にも通ずる美的理念である。伝統的
な平安時代の美を，その基底にもち，それを簡素 ・枯淡な幽玄美へ展開させようとした積極的な意志
活動1[，室町時代の時代精神を捉えたい。
さて，室町時代の被服の簡素化は，人間性の自覚にもとづく主観的な態度から生まれた事実であり，
当時の美の理想としては， 平安時代的な美を継承して，それを求め乍ら新しい美を形成したのである
が，それは樽的体験を媒介として成立したものであると述べてきたが，彼等の聞に育成された美的理
念は，彼等の被服iζ如何なる働きを示したであろうか。下着であヮた小袖が表着となり，小袖姿とい
う被服形態が出来上ると，小袖lζ種々の意匠が施されるようになる。被服iζ対する美の表現は，平安
時代では，多彩なものや量的なもので現したが，室町時代では，形の上で簡略になった小袖姿lζ彼等
の美の理想、の表現を試みたのである。平安時代的な優美さに憧僚を感じた彼等は， 一枚の小袖lζ，乙
れまでのg着がかもしだしていたと乙ろの線と色の構成美を表現しようとしたのであろう。その理想
は多彩な接様で満たされるのであるが，従来の綴方法では地厚となり，小袖iζは不適当である。地務
』ζ多彩なものを表現しようとすれば染模様によらねばならぬ。 ζの小袖iζ対する技術的な問題宝堅生
して， 辻ケ花染の実現をみ，続いて舗の発達をみたのである。 r雲取文辻が花染衣裳」は，完全な衣
裳として遺された数少いものの一つである。乙れは自絹地に肩と裾を紅の雲形に絞り染iζ し，その聞
の山道形の空間を花鳥文様の錨絵でうめ，紅地の部分には摺箔で花文様を現している。 ζ の小袖の
「紅地の雲形は全体を大胆に区切りながらも，決して下卑た印象を与えるものでなく，図柄の大胆さ
同かかわらず，文様色調共に簡素枯淡な越を吾人時えるヤものである。 r蓮葉模様辻が花裂?は
衣装裂の一部であるが，茜と藍を主として， 蓮葉を大胆に意匠し，しかも古桜を湛えている。 r藤花
文辻が花幡残飲」〉は，藤花と葉を大きく絞り，葉の処々を墨書したもので，いずれも大まかな手法の
中に枯淡なさびた感じを抱かせる。平安時代的な英の理想を目的とし， それを小袖にあらわすのに多
彩な模織で以て可能であると考えたのであるが，実際は平安時代のものとは異った，文次に来るべき
桃山時代のものとも区別さるべき室町時代的なものが出来たのであるのその実現課程lζ材料的 ・技術
的な制約をうけ乍らも，美』ζ対する意慾は小袖を独立させ，平安時代からの重量を無駄なものとして捨
て，一枚の小袖の中に優美 ・幽玄という美の表現を試み，簡索化された被服形態を土台として新しい美
の可能性を見出したのである。 乙乙iζ，幽玄的なものとして，能衣裳も考えられるが，ζれは舞台衣裳
であり.日常の被服とは異った立場から論じられねばならず， 後日，稿を更めて記するつもりである。
室町時代における小袖様式の成立と，小袖に対する美的表現の試みは，室町時代とよばれる社会を
地盤として形成され，それを発展の根拠として実現したものであり，室町時代にみられる種々の造形
にひそめられている美意識は，数世紀を経た今日も尚，吾々の美意識の周辺をなしているのである。
被服形態が簡素化されねばならなかった社会情勢にあって，小袖を完成し，桃山時代，江戸時代の小
袖の隆盛を導く小袖緩式を成立させ，そζに新しい美の可能性を発見して，未来への展開を可能なら
しめたとζろに，室町時代後服の史的意義を認めるのであるe
本研究に対し，数指導を賜った元井能先生並びに種々御便宜をはかられた中絶朝子先生lζ厚く謝意
を表する。
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-66- 被服学
文 献 及び 註
(1)熱田神宮神服(足利義政務献と伝えられる。〉熊野速玉神社神服(足利義諸奉献と伝えられる。)雲取文
辻が花染衣裳(東京国立博物館蔵)
(2l 字律保物語
(3l荻古鎚来絵詞 ・法然、上人行状絵詞lζ武士の直垂姿を多くみる。
(4l 春日権現実験記l乙直垂の古俗lをみる。
(5) 愛知県，妙興寺慈。
(6)英知堂縁起絵巻4ζ公郷風の男が立烏帽子IC直垂を着用している図がある。
(7)東京国立博物館蔵。
(8) 清水寺縁起絵巻
(9l酒飯論絵詞
側融通念仏縁起絵巻
目。清水寺縁起絵巻，清涼寺縁起絵詞
間室町殿行幸記ICr女房達みなさぬ袴なり。伏見殿の南の御方重きらせ給。御衣袴也。春日局。新中納言局。
皆ひきおりにて御供ICさぶらふ。 」とある。(群書類従，巻第三十九)
(13)春日権現霊験記に小紬袴姿の一例をみる。
U4) 者間御記，永享六年 (1435)正月， r仕女着湯巻。近年無沙汰。今春着之。尤珍重也。 J r申次堀河殿，
着湯巻。 」とある。(続群書類従，巻第八百六十九)
O!ij酒飯論絵詞，真如堂縁起絵巻
聞 「云女のζ しまきの事尻切という衣服を亙は綬にまく也。冬はζれを着て緋の袴を着する也。是禁~ICて
は雑仕御樋洗などと云いやしき女の着る物也。武家』ζてはいやしからぬ女も乙しまきする也。女官装束図式
に云尻切は雑仕御樋洗所著也。はっき(尻切のー名なり〕冬紅梅(黒赤)裏白ねり(つよくはりうつなり)
稽をせずその上に精好の緋の事曹を著用，亙は乙れを腰巻と云，表白すすし縫はく金銀いろいろもょうをつけ
裏白き精好小袖のうえに打かけて買をぬいて接にまかるとあり(貞丈云禁l!!K用いらるるはひろそでK縫う
也)Jとある。
間 清涼寺縁起の詞書』ζ 「貴賎上下男女，あるいは衣をぬぎ，小袖をぬぎ，直霊大口太万万等lζいたるまで霊平
築の人々奉加しければ」とあり，衣或は小袖をかつぎにしていたと恩われる。
U!O建武年間記，建武二年， (群書類従，巻第四百五十四〉
O!D .rm~援物語， (芳賀幸四郎東山文化の研究，河出望書房， P.花8，昭和お年)
凶花鏡， 幽玄之入堺事。 (能勢朝次:世阿弥十六部集評釈上， 岩波書庖，昭和15年)
伺花鋭，批判之事。(向上)
ω 花鋭，幽玄之入堺事。(向上)
凶花後，高能給一心の事。(向上)
凶鈴木大池 :織と日本文化，岩波書応， (昭和お年)
岡元自山神社，現東京富立博物館蔵。
岡 元弁能:辻が花染について， r阪市大家紀J 1， 313， (1953) 
聞大道弘雄氏蔵， (世界美術全集， 21.平凡社，昭和25年〉
闘入江波光氏蔵。
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中島 :室町時代の後sfl.の性格 一回 一
SUMMARY 
When we study the history of clothing， we must point out the special features of each 
era in connectioo with the historical and social backgrouod. 
The purpose of our study is to throw a light 00 these features by means of studyiog 
the materials used in Muromachi era through Emakimono (scroll.painting)， portraits and 
document. Our second aim of the study is to reveal the meaning of the features in 
relation to the people's aesthetic sense in that period. 
The present study showed that the development of Kosode mode in this era originally 
rose from a田 cialdemand in simplification of clothing， but the mode itself had a oew 
expression of beauty aod laid a fouodatioo for further developmeot of the mode. 
( 29 ) 
